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論 文 蕃 査 結 果 の 要 冒
庫研究は､トリメトプリム/サルファメトキサゾール (TMP/SMX)投与中に間質性
肺炎を発症したと思われる10症例について､その臨床画像特徴を検討したものである｡
その結果､画像の特徴について､時系列的に観察した結果､小さい範囲の斑状陰影が
片側肺の上葉､中層から外層にみられた｡この病変はその辺縁が不明瞭で､二次小葉
と特定の関係を持たないことが多いことから画像所見から病像を推定するには至って
いない｡10例のうち8例の肺病変は投与開始から14日以内に胸部CTにより発症が確
認されていること､また画像所見からは感染症と基礎疾患の増悪が否定されたことよ
り薬剤性間質性肺病変の疑い症例と鑑別診断している｡ニューモシスチス肺炎の予防
目的でTMP/SMXが投薬された8例のうち7例については､投薬を続けた場合でも胸
部異常陰影は改善した｡従って-退座病変と考えられ､自然に軽快する性質を持ち､
臨床的には問題にならないと結論付けている｡本研究は TMP/SMX投与中に胸部 CT
画像で間質性肺病変を認めた症例についてその臨床的意義を精査したものであり､薬
剤性間質性肺病変について重要な指針を提供するもので価値ある業績であると認めるO
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
